
内部振動機の挿入間隔及び振動時間はコンクリートの締固めに大きく影響します。また，コンクリートのスランプの変化，鉄筋の配置

状況などにより締固めに必要な振動時間と挿入間隔は相違します。本研究の目的は，コンクリートのフレッシュ性状，配筋量，内部振

動機の締固め能力を総合的に考慮し，コンクリートの締固めを定量的に評価することで充填不良の発生を無くすことであります。

振動機による締固めエネルギーの分布は，振動機からの距離の関数として示すことができます。伝わって来たエネルギーが，コンクリー

トの締固め完了に必要なエネルギー以上である範囲を締固め完了範囲とすることができます。本研究では，コンクリートの締固め完了

エネルギーと内部振動機からの距離によるエネルギーの分布を定量的に評価する方法を確立しました。

本評価手法によりコンクリートのフレッシュ性状，配筋状況および施工条件を評価することにより，所要の内部振動機の種類，挿入間隔，

振動時間を施工計画の段階で適切に定めることができます。また，これを実践することにより，コンクリートの打込み作業における充

填不良の発生を無くすことができます。 
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